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事業
番号 主な事業 事業概要

事業目標
（平成28年～32年度）

事業計画
（平成29年度）

事業実績
（平成29年度）

事業評
価

事業計画
（平成30年度）

1

作業所等経営
ネットワーク事
業の充実

【障害者福祉
課】

自主生産品の共同販売(スカイ
ワゴン）等を実施している、区
内にある複数の作業所で組織さ
れた「墨田区福祉作業所等経営
ネットワーク『Kai』」の共同
受注・共同販売等のしくみを活
用し、福祉施設における仕事の
受注・販売の拡大による工賃向
上を目指します。

【数値的な目標】
作業所の受注額：13,860,000円
スカイワゴン売上：6,000,000円

【質的な目標】
スカイワゴンにより、障害者の自主生産品
の認知度を高め、障害者への理解を促しま
す。「すみのわ」においては、地域の製
造・販売業者・飲食店との新たな繋がりを
構築し、販路を拡大して工賃向上を図ると
共に障害者と地域の相互理解を深めます。

【数値的な目標】
スカイワゴンの庁舎での販売を週二回（火曜、木
曜）で合計94回実施します。
ネットワーク企画展を1回実施します。
イベントでの販売を3回実施します。
作業所の受注額：13,860,000円
スカイワゴン販売額：7,500,000円

【質的な目標】
自主生産品の共同受注・共同販売等のしくみを活用
し、受注・販売を拡大します。
自主生産品の開発・改良・販路開拓を、区内のコン
サルタントを活用して進めます。
「すみだまち処」と「ネットワーク企画展」の売上
向上をコンサルタント・各施設と協働して進めま
す。

【参考】
28年度実績
スカイワゴンの販売額：7,130,590円
　《スカイワゴンの売上の内》
　　ネットワーク企画展販売額：454,000円
　　「すみだまち処」の販売額：453,850円

【数値的な実績】
作業所の受注額：13,680,413円
スカイワゴン売上：7,526,100円
【参考】スカイワゴンの売上のうち、
　　　　ネットワーク企画展販売額：
　　　　　　　　　　　　　523,540円
　　　　「すみだまち処」の販売額：
　　　　　　　　　　　　　345,600円

【質的な実績】
28年９月から都庁に新設された直売店に出品
し、11月からは北斎美術館のショップに、29
年３月から都の錦糸町直売店にも出品してい
る。

【利用者の声】
自分たちが作った商品が「東京ソラマチ」や
「錦糸町丸井店」などで目にすることができた
り、「ＭＵＪＩ」のワークショップでは、お客
さんと一緒に作業ができたりして嬉しいです。

A

【数値的な目標】
スカイワゴンの庁舎での販売を週二回（火曜、
木曜）で合計100回実施します。
ネットワーク企画展を1回実施します。
イベントでの販売を3回実施します。
作業所の受注額：13,860,000円
スカイワゴン販売額：8,000,000円

【質的な目標】
自主生産品の共同受注・共同販売等のしくみを
活用し、受注・販売を拡大します。
区内のコンサルタントを活用して、ＨＰの立ち
上げ、カタログの作成などを行い、販路開拓を
進めます。
「すみだまち処」と「ネットワーク企画展」の
売上向上をコンサルタント・各施設と協働して
進めます。

2

おもちゃサロン
の充実

【社会福祉協議
会　地域福祉活
動担当】

障害のある子どもたちを中心
に、地域の子どもたちが好きな
おもちゃを選んでのびのび遊べ
る場所を提供するとともに、子
どもや子育て世代の交流の場、
父親・母親の身近な相談の場と
しての機能を充実させていきま
す。

【数値的な目標】
開催日を増やします。
障害のある子ども専用の時間を増やしま
す。
区民施設や福祉施設等への出張おもちゃサ
ロンを実施し、実施方法の多様化を図りま
す。

【質的な目標】
ボランティアや他世代の交流を通じて、若
い世代の地域活動への関心を深めるととも
に障害を持つ人への理解を深めます。

【数値的な目標】
すみだおもちゃサロン：毎週金曜日開催
　　　　　　　　　　　障害児専用（月2回）
みどりおもちゃサロン：毎月第4水曜日開催
・おもちゃ貸し出しグループを増やす

【質的な目標】
障害児の参加が増え、障害児の親同士やボランティ
アとのつながりのなかで、気軽に相談できる場とな
ります。

【参考】
28年度実績
おもちゃサロン：56回開催　2073人参加
みどりおもちゃサロン：13回開催　1387人参加
障害児専用の時間を月2回実施（第１金曜日・第３月
曜日の午後）

【数値的な実績】
すみだおもちゃサロン：59回開催　1,879人参
加
(障害児専用の時間：毎月第1金曜日午後、第3
月曜日午後の実施)
みどりおもちゃサロン：13回開催　1,254人

【質的な実績】
保護者同士や子ども同士の交流が図られてい
る。
ボランティアが気になる親子の話を聞いたり、
一緒に遊んだりすることで、相談の場にもなっ
ています。

【利用者の声】
いろいろなおもちゃがあるので、楽しい。

A

【数値的な目標】
すみだおもちゃサロン：毎週金曜日開催
障害児専用の拡大：第3月曜日午前の開催
(障害児専用の時間：毎月第1金曜日の午後、第3
月曜日の月2回)
みどりおもちゃサロン：毎月第4水曜日開催

【質的な目標】
障害児の参加が増え、障害児の親同士やボラン
ティアとのつながりのなかで、気軽に相談でき
る場となります。
障害の有無に関わらず、同じ空間で遊び、交流
します。

第三次墨田区地域福祉計画（後期）

基本目標１　区民が安心して暮らせる福祉のまちをつくる

(1) 地域の中で共に生きる意識を高める

【事業評価について】 

A：計画どおり進んでいる場合 

B：計画に遅れが生じている場合 
その他：計画の見直し等の必要が生じている場合 
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事業
番号 主な事業 事業概要

事業目標
（平成28年～32年度）

事業計画
（平成29年度）

事業実績
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価

事業計画
（平成30年度）

3

「あんしんバリ
アフリーマッ
プ」の運営

【厚生課】

公共施設や区内店舗のバリアフ
リー情報を掲載した「あんしん
バリアフリーマップ」（平成22
年度作成）を区ウェブサイトで
公開し、定期的に更新していく
とともに、新規施設の掲載や周
知を進め、利用の促進を図りま
す。

【数値的な目標】
アクセス数の増加

【質的な目標】
今後も定期的に掲載施設の更新をするとと
もに、新たな区施設を掲載します。区民や
観光客の利用が多い民間施設に対し、掲載
への協力を依頼していきます。
また、区報等で広報し、利用促進を図って
いきます。

【数値的な目標】
アクセス数の増加
掲載されている民間施設のうち43施設に更新状況調
査を行う。

【質的な目標】
掲載施設の設備について最新の情報に更新します。
新規民間施設掲載希望調査をする。

【参考】
28年度実績
アクセス数は109,471件であり、27年度より28,486
件増えた。

【数値的な実績】
アクセス数は110,147件であり、28年度より
676件増えた。
新規民間施設として14施設の掲載希望があっ
た。
民間施設のうち50施設に対し、更新状況調査を
行った。

【質的な実績】
掲載施設の設備について最新の情報に更新し
た。

【利用者の声】
わかりやすく有益な情報が得られた。
ホームページからマップを見つけにくい。

A

【数値的な目標】
アクセス数の増加
マップの種類の増加

【質的な目標】
新規掲載希望のあった施設の調査をする。
区掲載施設の設備について最新の情報に更新す
る。

4

道路バリアフ
リー整備

【道路公園課】

歩道の段差を改修することによ
り、高齢者、障害者、子ども連
れの人など誰もが安心して移動
できる、人にやさしい道づくり
を確保します。

【数値的な目標】（H31まで）
整備予定延長　1,090ｍ

【質的な目標】（H31まで）
東京オリンピック・パラリンピック競技会
場周辺（両国国技館）において、電線類地
中化に併せ、道路のバリアフリー化を行い
ます。

【数値的な目標】
整備予定延長：140ｍ

【質的な目標】
東京オリンピック・パラリンピック競技会場周辺の
バリアフリー重要整備区間に指定されている区役所
通りをセミフラットタイプの歩道へ改修する。

【参考】
28年度実績
整備予定延長：140ｍ

【数値的な実績】
整備予定延長：579ｍ

【質的な実績】
東京オリンピック・パラリンピック競技会場周
辺のバリアフリー重要整備区間に指定されてい
る区役所通りをセミフラットタイプの歩道へと
改修した。

A

【数値的な目標】
整備予定延長：335ｍ

【質的な目標】
東京オリンピック・パラリンピック競技会場周
辺のバリアフリー重要整備区間に指定されてい
る区役所通りをセミフラットタイプの歩道へ改
修する。

5

道路の適正使用
の確保

【土木管理課】

歩行者の安全を確保するため、
道路上の放置自転車を撤去しま
す。また、道路上の不法占用物
件（商品、看板、植木鉢等）に
ついて、是正指導を行います。
放置自転車の撤去：自転車の放
置禁止区域では警告札を貼付
し、即日撤去を行います。ま
た、放置禁止区域外について
は、区民等からの情報提供によ
り確認した放置自転車に対し、
警告・撤去を行います。
不法占用物件の是正指導：定期
パトロールや区民等からの情報
提供により確認した不法占用物
件について、是正指導を行いま
す。

【質的な目標】
道路の適正使用についての周知及び啓発に
努め、放置自転車及び不法占用物件の発生
を防止します。
道路上の放置自転車又は不法占用物件に対
する撤去又は是正指導により、誰もが安全
で安心して通りやすい道路にしていきま
す。

【質的な目標】
今年度も放置自転車追放キャンペーンを引き続き実
施するとともに、放置自転車や不法占用物件に対す
る警告や是正指導を行います。

【参考】
28年度実績
放置自転車の撤去　　　13,180台
 第３種特定自転車駐車場の増設  1か所
 不法占用物件の是正指導出動件数  201回

【数値的な実績】
放置自転車追放クリーンキャンペーン　6回
放置自転車の撤去　　　12,122台
第３種特定自転車駐車場の増設  4か所
不法占用物件の是正指導出動件数　　213回

【質的な実績】
放置自転車追放クリーンキャンペーンを実施
し、放置自転車の追放や自転車のマナーアップ
を呼びかけました。
警察、町会等と連携して不法占用物件の指導を
行いました。 A

【質的な目標】
今年度も放置自転車追放キャンペーンを引き続
き実施するとともに、放置自転車や不法占用物
件に対する警告や是正指導を行います。

(2) 誰もが移動しやすいまちをつくる
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事業
番号 主な事業 事業概要

事業目標
（平成28年～32年度）

事業計画
（平成29年度）

事業実績
（平成29年度）

事業評
価

事業計画
（平成30年度）

6

要配慮者サポー
ト隊の結成・活
動支援

【防災課】

地震などの非常災害時に、地域
住民の協力で要配慮者を援助す
るのが要配慮者サポート隊で
す。区では平成12年から町会・
自治会でのサポート隊の結成を
進め、支援マニュアルの配布
や、普通救命講習の助成等の支
援を行ってきました。さらに平
成20年度からは、サポート隊を
結成した町会・自治会に対し支
援資器材の交付を行っていま
す。

【数値的な目標】
毎年、結成数を増やしていきます。

【質的な目標】
未結成の町会・自治会に対して、引き続き
結成を促します。
サポート隊への支援として、資器材交付と
普通救命講習の助成などを継続します。

【数値的な目標】
未結成の町会・自治会へ結成を促し、サポート隊結
成数を増やしていきます。

【質的な目標】
サポート隊に対し、資器材の交付や普通救命講習の
助成を引き続き行います。また、平成27年度から実
施している、結成済みの町会・自治会に対する資器
材倉庫やスタンドパイプ格納庫の設置助成も、引き
続き行っていきます。

【参考】
28年度実績
新たに2町会・自治会で結成し、合計137町会・自治
会が結成済みとなりました。

【数値的な実績】
新たに3町会・自治会で結成し、合計140町
会・自治会が結成済みとなりました。

【質的な実績】
資器材倉庫設置助成　5町会・自治会
スタンドパイプ格納庫設置助成　0町会・自治
会

【利用者の声】
・防災用の倉庫を設置でき、町会内で要配慮者
への支援がしやすくなった。

A

【数値的な目標】
未結成の町会・自治会へ結成を促し、サポート
隊結成数を増やしていきます。

【質的な目標】
サポート隊に対し、資器材の交付や普通救命講
習の助成を引き続き行います。また、平成27年
度から実施している、結成済みの町会・自治会
に対する資器材倉庫やスタンドパイプ格納庫の
設置助成も、引き続き行っていきます。

7

災害ボランティ
アの活動体制の
整備

【社会福祉協議
会 ボランティア
センター】

大規模災害時の災害ボランティ
アの活動拠点となる「災害ボラ
ンティアセンター」の準備を進
め、活動体制を適時見直し、訓
練を行うなどして災害に備えま
す。

【数値的な目標】
設置訓練1回／災害ボランティア講座2回
災害ボランティアコーディネーター研修の
受講

【質的な目標】
適時、災害ボランティアセンター運営マ
ニュアルを見直します。
他自治体の社会福祉協議会、ＮＰＯ等と連
携することにより、日頃からの情報共有と
相互協力体制を築きます。

【数値的な目標】
設置訓練1回／災害ボランティア講座2回
災害ボランティアコーディネーター研修の受講

【質的な目標】
毎年設置訓練を行い、適宜災害ボランティアセン
ターの運営マニュアルの見直しをします。
また、災害時の協力体制を強化するため、他の自治
体の社会福祉協議会と連携をすすめます。

【参考】
28年度実績
災害ボランティア講座2回
災害ボランティア研修1回

【数値的な実績】
災害ボランティアセンター設置訓練１回
災害ボランティア講座３回
災害ボランティアコーディネーター研修１回

【質的な実績】
設置訓練により、行政との連絡や運営マニュア
ルの見直しをする。他の自治体の社会福祉協議
会との連携を進める。また、災害ボランティア
講座を開催することにより、参加した住民やボ
ランティア活動者が災害をより身近に感じ、防
災意識や災害時のボランティアの意識付けと
なった。

【利用者の声】
家の中や外出先で災害にあった場合の心配が少
し減りました。
身近な問題として考えられるようになった。
家の備蓄品をもう一度見直してみます。　など

A

【数値的な目標】
設置訓練1回／災害ボランティア講座2回
災害ボランティアコーディネーター研修の受講
他自治体の災害ボランティアセンター連携会議
への参加

【質的な目標】
毎年設置訓練を行い、適宜災害ボランティアセ
ンターの運営マニュアルの見直しをします。
また、災害時の協力体制を強化するため、他の
自治体の社会福祉協議会と連携をすすめます。

(3) 要援護者を守る防犯・防災体制を整備する
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事業
番号 主な事業 事業概要

事業目標
（平成28年～32年度）

事業計画
（平成29年度）

事業実績
（平成29年度）

事業評
価

事業計画
（平成30年度）

(1) 地域の相談支援体制を充実させる

[厚生課]
【数値的な実績】
民生委員・児童委員協議会全体会：6回
会長会：10回
地区会：4回
専門部会：26回
地区連絡協議会（四者協）：1回

【質的な目標】
全体会では、全民生委員・児童委員が参加し、区の
関係機関や社会福祉協議会などからの情報提供を受
けました。
会長会では、都の常任協議会で得た情報を各地区の
会長等で共有し、地区会・全体会で各委員へ周知し
ました。区の相談支援機関との意見交換を行う場で
した。
専門部会では、都の部会で得た情報を地区会で報告
し、地域での活動の参考としました。
地区連絡協議会では、子どもに関する地域の課題や
現状について関係機関と協議・情報交換し、地域内
での横のつながりをつくりました。

[社会福祉協議会]
【質的な目標】
ふれあいサロンや小地域福祉活動、地域福祉プラッ
トフォーム事業に民生委員・児童委員が協力してい
ます。また、事業を通じ、近隣住民の困りごと等情
報が入りやすくなりました。

[厚生課]
【数値的な目標】
民生委員・児童委員協議会全体会：6回
会長会：11回
地区会：4回
専門部会：20回
地区連絡協議会（四者協）：1回

【質的な目標】
全体会では、全民生委員・児童委員が参加し、区の関係機
関や社会福祉協議会などからの情報提供を受けています。
会長会では、都の常任協議会で得た情報を各地区の会長等
で共有し、地区会で各委員へ周知します。区の相談支援機
関との意見交換を行う場になっています。
29年度は地区会の開催数を増やし、単位民児協内での活動
強化を図ります。
専門部会では、都の部会で得た情報を地区会で報告し、地
域での活動の参考としています。
地区連絡協議会では、子どもに関する地域の課題や現状に
ついて関係機関と協議・情報交換し、地域内での横のつな
がりをつくっています。

[社会福祉協議会]
【質的な目標】
ふれあいサロンや小地域福祉活動、地域福祉プラット
フォーム事業に民生委員・児童委員が協力しています。

【参考】
28年度実績
　　民生委員・児童委員協議会全体会：8回
　　会長会：11回
　　地区会：2回
　　専門部会：20回
　　地区連絡協議会（四者協）：1回

基本目標２　区民が安心して利用できる福祉サービスを提供する

[厚生課]
【質的な目標】
会長会、専門部会、地区連絡協議会で得た情
報を地区会、全体会を通して、個々の民生委
員・児童委員に伝えていくことで、区民から
相談があった場合に、適切かつ迅速に相談支
援機関へつないでいけるよう民生委員・児童
委員としての資質を高めます。

[社会福祉協議会]
【質的な目標】
ふれあいサロンや小地域福祉活動により、民
生委員・児童委員と地域とのつながりを強
め、困っている人の情報が民生委員・児童委
員に届きやすくなるようにします。
新任民生委員への実務説明会などで社会福祉
協議会の事業について説明し、民生委員・児
童委員が地域住民に案内できるようにしま
す。

民生委員・児童委員協議会の全体
会や地区会、地区連絡協議会（四
者協）、各専門部会において、社
会福祉協議会や区の相談支援機関
からの情報提供を積極的に行いま
す。民生委員・児童委員からの地
域情報の把握にも努めます。連携
を深めることで、区民からの相談
があった場合に、すぐに適切な相
談支援機関につなげる体制を整え
ます。

8 A

[厚生課]
【数値的な目標】
民生委員・児童委員協議会全体会：6回
会長会：11回
地区会：4回
専門部会：20回
地区連絡協議会（四者協）：1回

【質的な目標】
全体会では、全民生委員・児童委員が参加し、区の関
係機関や社会福祉協議会などからの情報提供を受けて
います。
会長会では、都の常任協議会で得た情報を各地区の会
長等で共有し、地区会で各委員へ周知します。区の相
談支援機関との意見交換を行う場になっています。
30年度は地区会の、単位民児協内での活動強化を図り
ます。
専門部会では、都の部会参加者から区の専門部会で得
た情報を地区会で報告し、地域での活動の参考として
います。
地区連絡協議会では、子どもに関する地域の課題や現
状について関係機関と協議・情報交換し、地域内での
横のつながりをつくっています。

[社会福祉協議会]
【質的な目標】
ふれあいサロンや小地域福祉活動、地域福祉プラット
フォーム事業に民生委員・児童委員が協力していま
す。地域とのつながりをさらに強め困っている人の情
報が入りやすい環境を作ります。

民生委員・児童委
員、社会福祉協議
会、区の相談支援
機関の連携強化

【厚生課・社会福
祉協議会】

4
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9

成年後見制度の
利用支援

【厚生課】

成年後見制度に関して、身寄り
がいない場合等の区長による申
立て、申立て費用や後見人への
報酬費用の助成、後見人として
支えてくれる区民（市民後見
人）の育成など、制度を必要と
する人が利用しやすいしくみを
つくります。

【数値的な目標】
市民後見人養成研修受講者：20名（毎年
度）

【質的な目標】
区長申立にあたり、高齢者福祉課との連携
を強め、迅速かつ適正な申立てにより権利
侵害を防ぎます。また、障害者福祉課及び
各保健センターと連携し、知的障害者、精
神障害者の利用が増えるようにします。
市民後見人養成研修に区民が参加しやすい
よう、権利擁護センターとともに工夫しま
す。

【数値的な目標】
市民後見人養成研修受講者：20名

【質的な目標】
認知症の高齢者を中心に、成年後見制度の利用が進
んでいます。報酬助成により、収入や資産が少ない
方でも利用しやすくします。
市民後見人の養成を区独自に推進し、地域での社会
貢献に意欲のある方の学びの場、活動の場としま
す。

【参考】
28年度実績
市民後見人養成研修受講者：22名

【数値的な実績】
市民後見人養成研修受講者：12名

【質的な実績】
福祉保健部各課に対し成年後見区長申立に関す
る説明会を行った。

【利用者の声】
・修了後はぜひ市民後見人を受任したい。どん
な方でもどこに住んでいる方でも構いません。
・実践研修を通じ、ご本人の生活を支えている
実感を強く感じています。

A

【数値的な目標】
市民後見人養成研修受講者：20名

【質的な目標】
認知症の高齢者を中心に、成年後見制度の利用
が進んでいます。報酬助成により、収入や資産
が少ない方でも利用しやすくします。
市民後見人の養成を区独自に推進し、地域での
社会貢献に意欲のある方の学びの場、活動の場
とします。

【参考】
平成30年度見込み
成年後見区長申立：75件　報酬助成：95件

10

市民後見人の育
成・支援

【社会福祉協議
会　権利擁護セ
ンター】

成年後見制度が必要な方を地域
で支えるしくみとして、市民後
見人の育成と支援を行います。
市民後見人養成研修の内容の充
実を図るほか、研修修了者に
フォローアップを行い、支援力
を強化します。
研修修了者の受任支援を行い、
後見人等を受任した市民後見人
には、社会福祉協議会が監督人
として支援します。

【数値的な目標】
養成研修修了者：15名（毎年度）
市民後見人受任件数：10件（毎年度）

【質的な目標】
高齢者福祉課や高齢者支援総合センター等
との連携を強化することにより、市民後見
人の利用を促進するしくみづくりを進めま
す。
研修修了者を活用した法人後見の開始につ
いて検討します。
研修修了者が活躍できる多様な場づくりを
進めます。

【数値的な目標】
養成研修修了者：15名
市民後見人受任件数：10件

【質的な目標】
研修修了者が活躍する場として法人後見の開始につ
いて準備を進めます。また、研修修了者が活躍でき
る多様な場づくりの準備を開始します。

【参考】
２８年度実績
養成研修修了者：10名
市民後見人受任件数：6件

【数値的な実績】
養成研修修了者：17名
市民後見人受任件数：5件

【質的な実績】
法人後見の開始と研修修了者の活躍の場拡大に
ついて、内部での検討と準備を進めました。法
人後見は、31年度から、活躍の場拡大について
は、30年度からの実施を目指します。

【利用者の声】
・力の無い私でも出来ることがあれば、ぜひや
らせていただきたいと思っています。
・縁があって支援をさせてもらっているので、
出来るだけ長く支援させていただきたいと思い
ます。

A

【数値的な目標】
養成研修修了者：12名
市民後見人受任件数：10件

【質的な目標】
研修修了者の活躍の場拡大の実践を開始しま
す。また、来年度からの法人後見開始を見据
え、研修生と修了生と共に行う支援体制を検討
します。さらに、受任者への支援として、活動
マニュアルの作成を行います。

【参考】
２９年度実績
養成研修修了者累計人数：７３名
市民後見人受任累計件数：４１件

(2) 支援が必要な人の権利を守る

5
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11

福祉サービス第
三者評価制度の
推進

【厚生課】

福祉サービス事業者、利用者以
外の第三者機関によりサービス
を評価・点検するしくみである
「福祉サービス第三者評価制
度」を推進します。

【数値的な目標】
区立施設の受審を引き続き3年に1回実施し
ます。
民間施設については、少なくとも3年に1回
実施されるように更なる受審の促進と助成
を行っていきます。
5年間で180施設の受審を予定しています。

【質的な目標】
事業者自らが利用者のニーズを把握し、そ
れに応える多様なサービスの提供及びサー
ビスの質の向上への取り組みを行うことを
促進していきます。
また、第三者の評価によるサービスの質の
情報を区民、利用者によりわかりやすく公
開することで、利用者等のサービスの選択
等に寄与し、利用者本位の福祉を進めま
す。

【数値的な目標】
区立施設の受審数：21施設
原則として、3年に１回受審
（内訳）
　保育園:7施設
　デイサービス：5施設
　障害者施設：8施設
　母子生活支援施設：1施設
民間施設の受審数：30施設
区又は都が費用助成
（内訳）
　認知症対応型共同生活介護：15施設
   在宅系サービス：9施設
　在宅系介護サービス：4施設
　在宅系障害児サービス：2施設

【質的な目標】
客観的な視点でサービスを評価することで、福祉
サービスの質の向上を事業者自らが把握し改善につ
なげるとともに、その状況を区民・利用者に区・都
等のホームページを通じて公表し、安心して利用で
きるようにします。
また、これらの事業者の取組は、区・都が実施する
指導検査においても活用され、事業者への適切な指
導・助言をすることにより、更なる福祉サービスの
向上を図ります。

【数値的な目標】
区立施設の受審数：21施設
原則として、3年に１回受審
（内訳）
　保育園:7施設
　デイサービス：5施設
　障害者施設：8施設
　母子生活支援施設：1施設
民間施設の受審数：17施設
区又は都が費用助成
（内訳）
　認知症対応型共同生活介護：13施設
　在宅系介護サービス：4施設

【質的な実績】
   区立施設については、計画どおりに実施しま
した。民間施設については、費用助成により積
極的に受審を促しました。

A

【数値的な目標】
区立施設の受審数：12施設
原則として、3年に１回受審
（内訳）
　保育園：8施設
   認定こども園：1施設
　特養：3施設
民間施設の受審数：23施設
区又は都が費用助成
（内訳）
　認知症対応型共同生活介護：15施設
   在宅系サービス：5施設
　在宅系介護サービス：2施設
　在宅系障害児サービス：1施設

【質的な目標】
客観的な視点でサービスを評価することで、福
祉サービスの質の向上を事業者自らが把握し改
善につなげるとともに、その状況を区民・利用
者に区・都等のホームページを通じて公表し、
安心して利用できるようにします。
また、これらの事業者の取組は、区・都が実施
する指導検査においても活用され、事業者への
適切な指導・助言をすることにより、更なる福
祉サービスの向上を図ります。

12

すみだハート・
ライン21、ミニ
サポート事業、
ファミリー・サ
ポート・セン
ター

【社会福祉協議
会　ボランティ
アセンター分
館】

すみだハート・ライン21：住民
同士の助けあい活動として、家
事援助を中心とした在宅福祉
サービスを提供します。
ミニサポート事業：電球の交換
など日常生活でのちょっとした
困りごとに、地域の協力員が訪
問してサービスを提供します。
ファミリー・サポート・セン
ター：保育園や学童保育の送迎
などを地域のサポート会員が支
援する、子育ての相互支援活動
を行います。

【数値的な目標】
ハート・ライン、ミニサポート事業では、
定期的な合同事業説明会を開催し、協力会
員・協力員を増やしていきます。
ファミリー・サポートについても子育て総
合支援センター等と連携し、多様な研修を
設定しサポート会員を増やしていきます。
サポート会員の新規登録数100人（年度あ
たり20人）

【質的な目標】
介護保険制度の改正による新しい総合事業
についても区と連携し、対応していきま
す。
子育て支援総合センター等の関係機関と連
携し、支援を進めます。

【数値的な目標】
ハート・ライン21とミニサポート事業との定期合同
事業説明会を行い、一体的な協力員の確保につなぎ
ます。
ファミリー・サポートについても子育て支援総合セ
ンター等と連携し、研修を充実させサポート会員を
年間20人増やしていきます。

 【質的な目標】
介護保険制度の改正による訪問型サービスＢ事業に
ついても区と連携し、対応していきます。
子育て支援総合センター等の関係機関と連携し、会
員の増強を図ることで活動内容の多様化に対応して
いきます。

【参考】
28年度実績
ハート・ライン21協力員：180人
ハート・ライン21利用会員：263人
(うち、墨田区訪問型サービスB事業利用者6人）
ミニサポート事業協力会員：171人
ファミリー・サポートのファミリー会員：654人
ファミリー・サポートのサポート会員：116人
サポート会員の新規登録数：25人

【数値的な実績】
ハート・ライン21協力会員：176人
ハート・ライン21利用会員：258人
（うち、墨田区訪問型サービスB事業利用者15
人）
ミニサポート事業協力員：156人
ファミリー・サポートのファミリー会員：926
人                 　　                       　ファミ
リー・サポートのサポート会員：141人
サポート会員の新規登録数：22人

【質的な実績】
住民参加型在宅福祉サービス制度の実施によ
り、地域住民の福祉意識を向上させ、利用者に
とっても、地域の支え合いにより安心して地域
で自立した生活を送ることができるようになっ
た。

A

【数値的な目標】
ハート・ライン21とミニサポート事業との定期
合同事業説明会を行い、一体的な協力員の確保
につなぎます。
ファミリー・サポートについても子育て支援総
合センター等と連携し、研修を充実させサポー
ト会員を年間20人増やしていきます。

 【質的な目標】
介護保険制度の改正による訪問型サービスＢ事
業についても区と連携し、対応していきます。
子育て支援総合センター等の関係機関と連携
し、会員の増強を図ることで活動内容の多様化
に対応していきます。

(3) 福祉サービスの量と質を確保する

6
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13

生活保護受給者
自立支援プログ
ラム

【生活福祉課】

生活保護受給世帯に対し、就職
活動の支援、社会参加の支援、
日常生活の支援、進学の支援を
行い、世帯の状況に沿った自立
（就労自立、日常生活自立、社
会生活自立）を図っています。
・「生活保護受給者等就労支援
事業」ハローワーク活用プログ
ラム
・就労支援相談員活用プログラ
ム　　・墨田区母子自立支援プ
ログラム
・被保護者社会参加促進事業
（被保護者就労意欲喚起等プロ
グラム）
・被保護者居宅生活移行支援事
業（被保護者居宅生活移行支援
プログラム）
・元ホームレス被保護者自立生
活支援プログラム
・高校進学等支援プログラム
・債務整理支援プログラム

【数値的な目標】
プログラムの質を高め、自立世帯を増やし
ます。

【質的な目標】
世帯の状況に沿った支援を行い、自立を促
します。

【数値的な目標】
ハローワーク活用プログラム
参加者：220人　　達成者：143人
被保護者就労意欲喚起等プログラム
　参加者：150人
元ホームレス被保護者自立生活支援プログラム
　参加者：140人　　達成者：100人

【質的な目標】
被保護者社会参加促進事業（被保護者就労意欲喚起
等プログラム）では、被保護者がボランティアを行
うなど、社会的自立の第一歩を踏み出すことごでき
る取り組みを続けていきます。

【参考】
ハローワーク活用プログラム
参加者：220人　　達成者：137人
被保護者就労意欲喚起等プログラム
　参加者：151人
元ホームレス被保護者自立生活支援プログラム
　参加者：146人　　達成者：102人

【数値的な実績】
ハローワーク活用プログラム
　参加者：224人　　達成者：146人
被保護者就労意欲喚起等プログラム
　参加者：150人
元ホームレス被保護者自立生活支援プログラム
　参加者：112人　　達成者：102人

【質的な実績】
・ハロワークとの連携強化により、被保護者の
求職活動を支援する体制ができた。
・次世代育成に関わるプログラムの強化によ
り、被保護世帯の自立への意欲が高まった。
・被保護者がボランティアを行うことによって
社会的自立につながった。

【利用者の声】
・仕事を探すのは難しいと思っていたが希望に
沿った会社を紹介してもらい就職できた。
・PCセミナーに参加し自信がついた。これから
短時間の就労を目指したい。
・ボランティアには社会復帰をめざしリハビリ
のつもりで参加している。

A

【数値的な目標】
ハローワーク活用プログラム
　参加者：220人　　達成者：148人
被保護者就労意欲喚起等プログラム
　参加者：150人
元ホームレス被保護者自立生活支援プログラム
　参加者：100人　　達成者：100人

【質的な目標】
・就労意欲のある被保護者の求職活動を支援し
自立を促す。
・社会参加促進事業を利用し被保護者の就労意
欲を喚起する。
・居宅生活に不安がある被保護者が安心して生
活できるようサポートする。

14

生活困窮者自立
支援事業

【生活福祉課】

生活困窮者自立支援法に基づ
き、生活や仕事の不安、住居の
不安などを抱える生活困窮者
（生活保護受給者を除く）の相
談窓口を平成27年度から開設し
ました。相談支援員が相談者に
寄り添い、他の機関と連携しな
がら、くらしの安定、自立に向
けた支援を行います。

【質的な目標】
相談者の意志を尊重し、生活困窮に関する
様々な課題を紐解きながら、各種制度及び
事業の活用と、これに関係する機関と連携
を図り、相談者の自立を支援します。

【質的な目標】
保育園、児童館、高齢者支援総合センターなど区内
施設への制度周知活動を行い、対象者把握に努めま
す。
また、子どもの学習支援事業については、定員４０
名から５０名に増やし、対象を高校１年夏休みまで
拡充し支援します。
引き続き、相談支援員が相談者に寄り添い、他の機
関と連携しながら、自立に向けた支援を行います。

【参考】
２８年度実績
・自立相談支援事業
　相談件数：275件
・住居確保給付金
　件数：90件
・学習支援事業
（墨田区総合体育館・生涯学習センター）
　対象者：区内に居住する中学生
　定員：40名
　開催回数：全40回
・就労準備支援事業
　件数：9件

【数値的な実績】
  29年度実績
・自立相談支援事業
　新規相談件数：326件
・住居確保給付金
　対象者　月数　24名　51ヶ月
・学習支援事業
　対象者：区内に居住する中学生一年生から高
校一年生まで（高校一年生は夏まで）
　定員：50名
　開催回数：全100回
・就労準備支援事業
　対象者15名　支援回数338件　支援内容497
件
【利用者の声】
・住居確保給付があったおかげで家賃分を生活
費に使うことができ、就職活動に専念できた。
・就職活動の相談をすることで、的確なアドバ
イスをもらい、就職活動の視野が広がった。
・身近に相談する人がいなかったので困ってい
たが、話を聞いてもらえることで、気持ちが楽
になり、前向きに生活できるようになった。
・住居確保給付金を利用する際に、自分が窮状
にあることを大家等の住居管理者に知られてし
まう点について国に何らかの制度上の改善をし
てほしい。

A

【数値的な目標】
・自立支援事業
　新規相談受付数　350件
・学習支援事業
　通年事業　50名
　長期休み中の宿題サポート事業　70名

【質的な目標】
・区内各施設等への制度周知活動を行い、対象
者把握に努めます。また、関係する機関と連携
を図り、相談者の自立を支援します。
・生活困窮世帯の中学一年生から高校一年生夏
までの子どもを対象に、２会場各５０回の学習
会を開催します。
・ひとり親世帯を中心とする生活困窮世帯の小
学四年生から中学三年生までの子どもを対象
に、長期休み期間（夏休み10日、冬休み5日）
に、子どもの居場所づくりを目的とした昼食付
の学習会（2会場各35名）を実施します。

(4) 生活に困難を抱えている人の自立を支援する

7
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15

すみだ地域福
祉・ボランティ
アフォーラムの
開催

【厚生課】

地域福祉の推進及び「すみだ・
ボランティアの日」の啓発を兼
ねた地域福祉・ボランティア
フォーラムを開催します。（墨
田区社会福祉協議会すみだボラ
ンティアセンターと共催）

【数値的な目標】
毎年開催します。

【質的な目標】
地域福祉関係者や地域福祉に関心のある人
たちが情報交換をしたり、課題解決のため
のヒントを得たりすることで、地域福祉の
推進を図ります。
ボランティアについての認識を深めてもら
い、ボランティア活動の促進を図ります。

【数値的な目標】
7月１日（土）開催予定
テーマ「地域力でつくる　支えあいのまち　～人と
人とのつながりで、困りごとを解決しよう～」
地域の中には様々なことで困っている人がいます。
その困りごとを地域の力、ボランティアの力で解決
しようということに焦点を当てたフォーラムを開催
します。

【質的な目標】
地域の課題について、地域で解決できることは地域
で解決し、解決できないことは専門家につなぐとい
う地域福祉のしくみを理解します。
また、ボランティアをしたい人、してほしい人をつ
なぎ、ボランティア活動の促進を図ります。

【参考】
28年度実績
来場者　約200名

【数値的な実績】
 7月１日（土）開催。
テーマを「地域力でつくる　支えあいのまち
～人と人とのつながりで、困りごとを解決しよ
う～」とし、フォーラムを開催した。
全体会でボランティアサークルの朗読とコー
ディネーターによる問題提起をし、各分科会に
分かれて、実践者からの活動報告やグループ
ディスカッションを行った。

来場者　約１６０名

【質的な実績】
地域の課題を地域で解決するため、現在活動し
ている方、これから活動しようとしている方の
参考となった
　
【参加者の声】
・全体会の朗読、問題提起は、分科会のテーマ
ポイントがわかりやすく、よかった。
・初めての人と話すことができてよかった。
・ボランティア活動をしていない人に、もっと
参加してほしい。

A

【数値的な目標】
　７月７日（土）開催予定
　「縁が育む　地域の力　～町会・自治会とボ
ランティア～」をテーマに活動事例紹介とグ
ループディスカッションを行います。
　地域力アップのアイデアを出し合い、地域福
祉活動の参考となるよう、フォーラムを開催し
ます。

【質的な目標】
　地域福祉活動の参考となる事例を紹介した
り、様々な方とディスカッションをすること
で、地域福祉関係者や住民の方々の活動がひろ
がり、地域福祉の推進を図ります。

16

社会福祉協議会
の活動情報の発
信

【社会福祉協議
会　地域福祉活
動担当】

墨田社協だより、すみだボラン
ティアだより、ハート・ライン
21 会報、ミニサポート事業会
報などを発行・配布します。

【質的な目標】
広報紙、ホームページ、ＳＮＳなどいろい
ろな媒体を活用し、対象者の必要な情報を
提供していきます。
企業、医療機関などの協力により、配布場
所を増やしていきます。

【数値的な目標】
ホームページアクセス数の増加
フェイスブック発信：更新随時
社協だより：5回/年　各73,000部
ボランティアだより作成配布：12回/年
ハート・ライン21 、ミニサポート、ファミリー・サ
ポート・センター合同会報：5回/年　各1,500部

【質的な目標】
社協だより等の各種広報媒体ではタイムリーに福祉
情報を提供します。レイアウトやデザインを誰にで
も読みやすいものにし、特にホームページでは視覚
障害者等に配慮します。
フェイスブックは、タイムリーな話題を迅速に提供
します。

【参考】
28年度実績
社協だより：5回/年　各73,000部
ボランティアだより作成配布：12回/年
ハート・ライン21会報：5回/年
ミニサポート会報：5回/年
ファミリー・サポート・センター会報：5回/年
ホームページ閲覧：17,295回/年

【数値的な実績】
社協だより：5回/年　各73,000部
ボランティアだより作成配布：12回/年
ハート・ライン21会報：5回/年
ミニサポート会報：5回/年
ファミリー・サポート・センター会報：5回/年
ホームページ閲覧：15,417回/年

【質的な実績】
フェイスブック発信:更新随時
ホームページリニューアル

A

【数値的な目標】
ホームページアクセス数の増加
フェイスブック発信：更新随時
社協だより：5回/年　各73,000部
ボランティアだより作成配布：12回/年
ハート・ライン21 、ミニサポート、ファミ
リー・サポート・センター合同会報：5回/年
各1,500部

【質的な目標】
社協だより等の各種広報媒体ではタイムリーに
福祉情報を提供します。レイアウトやデザイン
を誰にでも読みやすいものにします。
ホームページについては視覚障害者、外国人等
に配慮します。
フェイスブックは、タイムリーな話題を迅速に
提供します。

(1) 福祉の施策や活動に関する情報を伝える

基本目標３　区民の積極的な地域活動を進める

8



事業
番号 主な事業 事業概要

事業目標
（平成28年～32年度）

事業計画
（平成29年度）

事業実績
（平成29年度）

事業評
価

事業計画
（平成30年度）

17

小・中・高等学
校での「福祉教
育」プログラム
の実施

【社会福祉協議
会　ボランティ
アセンター、地
域福祉活動担
当】

福祉教育を推進する学校で、多
様な福祉教育プログラムを実施
します。

【数値的な目標】
[地域福祉活動担当]
小学校等での拠点型ふれあいサロンを拡大
します。（年1か所）

【質的な目標】
[ボランティアセンター]
プログラムの内容を検討し、新たなプログ
ラムを増やします。
[地域福祉活動担当]
地域の高齢者との交流を通じ、自分たちも
地域の一員であり、支えあう関係であるこ
とを理解し、見守りや声かけなどの地域福
祉活動に積極的に取り組みます。

【数値的な目標】
[地域福祉活動担当]
第三吾嬬小学校での拠点型ふれあいサロン
月1回（年間12回）
[ボランティアセンター]
各学校と連携をとり、実施する。

【質的な目標】
[ボランティアセンター]
ボランティアスクールの実施により、地域のボラン
ティアと学校との連携がうまれています。
福祉体験がスムーズに行えるよう、計画的に体験用
具を整備します。
[地域福祉活動担当]
第三吾嬬小学校でのふれあいサロン活動において地
域の高齢者と児童が定期的に交流することで、学外
での交流に結びつけます。

【参考】
28年度実績
[地域福祉活動担当]
第三吾嬬小学校での拠点型ふれあいサロンを月1回実
施（年間12回）
[ボランティアセンター]
小学生ボランティアスクール8校12回、中学生ボラ
ンティアスクール3校9回、高等学校ボランティアス
クール1校3回

【数値的な実績】
[地域福祉活動担当]
第三吾嬬小学校での拠点型ふれあいサロンを月
１回開催します。(学校が長期休みのときは、
社会福祉会館にて開催。)年間12回
[ボランティアセンター]
小学校　　９校　１２回
中学校　　３校　　６回
高等学校　１校　　３回

【質的な実績】
[ボランティアセンター]
ボランティアスクールの実施により、児童・生
徒が実際に体験や当事者のお話を聴き、福祉に
ついて障害についてなど考える切っ掛けとなっ
ています。
[地域福祉活動担当]
小学生が休み時間にも遊びに来るなど、授業だ
けでなく、日常の交流の場所になっています。
交流することで互いを理解し、小学生が高齢者
に優しい言葉をかけている様子が見られます。
地域の高齢者にとって小学生の授業に参加でき
ることで、地域の一員であることを再確認し、
自信を取り戻すきっかけにもなっています。

【利用者の声】
・小学生に教えるなんて、自分もしっかりしな
くてはと思う。今の小学生は賢いからね。

A

【数値的な目標】
[地域福祉活動担当]
第三吾嬬小学校での拠点型ふれあいサロンを実
施します。月1回（年間12回）
[ボランティアセンター]
各学校と連携をとり、実施する。

【質的な目標】
[ボランティアセンター]
ボランティアスクールの実施により、地域のボ
ランティアと学校との連携がうまれています。
福祉体験がスムーズに行えるよう、計画的に体
験用具を整備します。
[地域福祉活動担当]
第三吾嬬小学校でのふれあいサロン活動におい
て地域の高齢者と児童が定期的に交流すること
で、相互理解を深め、学外での交流に結びつけ
ます。

18

ボランティア育
成プログラムの
充実

【社会福祉協議
会　ボランティ
アセンター】

入門講座をはじめ、地域のニー
ズに対応した各種講習講座を充
実し、ボランティアの育成を推
進します。

【質的な目標】
ニーズに応じたボランティアを養成しま
す。
東京オリンピック・パラリンピック開催に
向け、ボランティアに意識づけをします。
受講者の確保に努めます。

【数値的な目標】
手話講習会：40回6クラス
音訳講習会：23回1クラス
点訳講習会：20回2クラス
要約筆記講習会：15回1クラス
体験講座：3回
ボランティア説明会（入門講座）：10回
シニアボランティア入門講座：1回
ボランティアスクール：1回

【質的な目標】
受講者の講座終了後の活動支援として、講座を受け
た方にボランティア団体を紹介し、実際の活動につ
なげます。

【参考】
28年度実績
手話講習会：40回6クラス
音訳講習会：23回1クラス
点訳講習会：20回2クラス
要約筆記講習会：16回1クラス
体験講座：4回
ボランティア説明会（入門講座）：10回
シニアボランティア入門講座：1回
ボランティアスクール：1回

【数値的な実績】
手話講習会：40回6クラス
音訳講習会：23回1クラス
点訳講習会：20回2クラス
体験講座・入門講座：3回
ボランティア説明会：10回
シニアボランティア入門講座：1回

【質的な実績】
受講生の講座終了後の活動支援として、各ボラ
ンティア団体を紹介し、その後の活動につない
でいます。

【利用者の声】
いろいろな活動を体験でき、自分に合った活動
を探せた。
講座を修了したがこれからも勉強をつづけなが
ら活動をしていきたい。

A

【数値的な目標】
手話講習会：40回6クラス
音訳講習会：23回1クラス
点訳講習会：20回2クラス
要約筆記講習会：10回1クラス
体験講座：3回
ボランティア説明会（入門講座）：10回
シニアボランティア入門講座：1回
ボランティアスクール：1回

【質的な目標】
受講者の講座終了後の活動支援として、講座を
受けた方にボランティア団体を紹介し、実際の
活動につなげます。

(2) 地域福祉に関する学びあいを推進する
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（平成30年度）

19

民生委員・児童
委員の育成と相
談機能の強化
【厚生課】

地域の重要な福祉ボランティア
である民生委員・児童委員の育
成のため、活動能力の向上に資
する研修や施設見学を行いま
す。また、その存在や重要性を
ＰＲします。

【数値的な目標】
重要性のＰＲのためイベントでのパネル展
示日数を増やしていきます。
新規の委嘱者を増やしていきます。

【質的な目標】
東京都開催の研修会参加により、民生委
員・児童委員個々の能力向上を図ります。
各専門部会・地区連絡協議会（四者協）で
の学びについて、地区会・機関紙で内容を
報告・共有し、地域での各民生委員・児童
委員活動に活かしていきます。

【数値的な目標】
東京都開催の研修会：８回　参加者130名
区独自の研修会：1回　参加者188名
区役所でのパネル展示日数延：３日
改選後委嘱者数：10名（H2８年12月～H31年11月）

【質的な目標】
民生委員活動について、区報およびイベントでのパ
ネル展示でＰＲします。
すみだまつりにブースを出展し、民生委員・児童委
員活動を広く区民にＰＲします。
東京都が開催する研修会に加え区独自にの研修を実
施します。障がい者雇用を積極的に行う工場の見学
会を実施し、研鑽を図ります。

【参考】
28年度実績
東京都開催の研修会：9回　参加者225名
区独自の研修会：1回　参加者185名
区役所でのパネル展示日数延：３日
改選後委嘱者数：10名（H25年12月～H28年11月）

【数値的な実績】
東京都開催の研修会：10回　参加者134名
全国大会（研修）：1回　参加者98名
区独自の研修会：1回　参加者172名
区役所でのパネル展示日数延：３日
改選後委嘱者数：13名（H28年12月～H31年11
月）

【質的な実績】
民生委員活動について、区報およびイベントで
のパネル展示でＰＲしました。
すみだまつりにブースを出展し、民生委員・児
童委員活動を広く区民にＰＲしました。都内で
開催された100周年全国大会で部門別の研修に
参加しました。東京都が開催する研修会に加え
区独自の研修を開催し、児童委員としての学び
を深めました。障がい者雇用を積極的に行う工
場の見学会を実施し、研鑽を図りました。

A

【数値的な目標】
東京都開催の研修会：10回　参加者130名
区独自の研修会：2回　参加者380名
区役所でのパネル展示日数延：３日
改選後委嘱者数：13名（H28年12月～H31年11
月）

【質的な目標】
民生委員活動について、区報およびイベントで
のパネル展示でＰＲします。
すみだまつりにブースを出展し、民生委員・児
童委員活動を広く区民にＰＲします。
東京都が開催する研修会に加え区独自にの研修
を実施します。本年度は東京の民生委員制度誕
生100周年を記念する特別研修会を実施します。
特別養護老人ホームの見学会を実施し、区内施
設との比較検討により、見識を深めます。

20

地域福祉活動
リーダーの発
掘・育成

【社会福祉協議
会　地域福祉活
動担当】

小地域福祉活動を実践する人な
ど、地域の福祉活動に積極的に
参加し、地域づくりの核とな
る、住民による地域福祉活動の
リーダーを育成します。

【数値的な目標】
地域福祉活動セミナーの実施
小地域福祉活動連絡会の実施
町会・自治会向け支えあいマップ講座

【質的な目標】
地域課題を住民同士で解決できるようにア
ドバイスできる地域福祉活動リーダーを増
やします。

【数値的な目標】
地域福祉プラットフォームの活動継続支援（2ヶ所）
地域福祉活動セミナーの実施
小地域福祉活動連絡会の実施
拠点型ふれあいサロン連絡会の実施
おもちゃサロンボランティア講座

【質的な目標】
プラットフォームが交流の場、気軽な相談の場とな
り、そこから専門機関や地域につなぐようにしま
す。また、民生委員や地域活動者がリーダー役と
なって地域活動のアドバイスができる場とします。
活動に即した内容の講座を実施することで、地域で
の活動がさらに活性化するようになります。

【参考】
28年度実績

【数値的な実績】
・北部地区地域福祉プラットフォーム(キラキ
ラ茶家)を週２回実施
・南部地区地域福祉プラットフォーム(ガラン
ドール)を月曜～金曜週５回実施。
※Ｈ29.11月に太平一丁目から石原四丁目に移
転。
・小地域福祉活動連絡会の実施
・地域福祉活動セミナーの実施
・拠点型ふれあいサロン連絡会の実施
・おもちゃサロンボランティア講座の実施
【質的な実績】
・地域福祉プラットフォームにおいて、悩みを
抱えた本人だけでなく、家族や近隣住民などか
らも相談を受けることもあり、民生委員・児童
委員や地域福祉活動リーダー、専門職などと連
携し、検討・対応しています。
・地域福祉活動セミナーではこれから活動を始
めたい人とともに、地域活動の重要な担い手で
ある町会・自治会への支援を目的の一つとし、
多くの参加をいただいており、担い手の発掘・
育成につながっています。
【利用者の声】
・講義を聞き、早速自分の町会で若い人に現状
を伝え、町会活動に参加してくれるよう話に
回ったら、前向きな返答をしてくれる人が多
かった。高齢化は自分たちが招いた結果だっ
た。セミナーでとても勉強になった。

A

【数値的な目標】
・地域福祉プラットフォームの継続実施（2ヶ
所）
・地域福祉活動セミナーの実施
・小地域福祉活動連絡会・拠点型ふれあいサロ
ン連絡会の合同実施

【質的な目標】
・プラットフォームでは、民生委員や地域活動
者がリーダー役となって地域活動のアドバイス
ができる場となるよう働きかけます。
・新たに活動を始めようとする方やすでに活動
している方に合わせたテーマの講座を実施する
ことで、地域福祉活動リーダーの発掘・育成を
促します。

(3) 地域福祉の担い手を育成・支援する
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事業
番号 主な事業 事業概要

事業目標
（平成28年～32年度）

事業計画
（平成29年度）

事業実績
（平成29年度）

事業評
価

事業計画
（平成30年度）

21

町会・自治会活
動の支援

【地域活動推進
課】

地域住民の連帯意識を醸成する
とともに、地域の課題解決を自
主的に担う町会・自治会の日常
的な活動を支援します。
コミュニティ推進活動助成（会
員数に応じて助成）や掲示板の
新設・改修費用の助成、ウェブ
サイトの開設費用などの助成を
行っています。

【質的な目標】
引き続き町会・自治会への活動支援を行う
ことにより、町会・自治会によるコミュニ
ティ活動の推進を図っていきます。
  

【数値的な目標】
コミュニティ推進活動助成：169団体
コミュニティ掲示板助成：21団体
「わがまち通信局（ウェブサイト）」助成：20団体

【質的な目標】
引き続き助成を行うことにより、地域活動の活性
化、地域での情報共有や情報発信を進めていきま
す。

【参考】
28年度実績
コミュニティ推進活動助成：169団体
コミュニティ掲示板助成：18団体
「わがまち通信局（ウェブサイト）」助成：19団体

【数値的な実績】
コミュニティ推進活動助成：169団体
コミュニティ掲示板助成：28団体
「わがまち通信局（ウェブサイト）」助成：20
団体

【質的な実績】
各種助成を行うことにより、地域活動の活性化
や情報の共有、情報発信が行われた。

A

【数値的な目標】
コミュニティ推進活動助成：170団体
コミュニティ掲示板助成：21団体
「わがまち通信局（ウェブサイト）」助成：20
団体

【質的な目標】
地域活動の活性化、地域情報の共有、情報発信
を進めていく。

22

町会・自治会に
おける地域福祉
活動の促進

【社会福祉協議
会　地域福祉活
動担当】

町会・自治会が独自に行う地域
福祉活動の経費を助成するな
ど、町会・自治会における地域
福祉活動を促進します。

【数値的な目標】
福祉活動の内容に応じた助成金の交付
168町会・自治会への訪問（年1回）
【質的な目標】
引き続き町会・自治会の福祉活動の活発化
をはかるとともに、地域や組織の課題を発
掘し、住民同士で解決できるよう支援しま
す。
町会・自治会の活動や課題を把握し、課題
解決の支援を行います。

【数値的な目標】
地域福祉活動助成金：169町会・自治会へ活動に即
した助成金を交付します。
町会・自治会を訪問し、地域課題の発掘及び課題の
解決をともに考えます。

【質的な目標】
助成金により、町会・自治会で見守り・声かけや世
代間交流などの福祉活動を実施しやすくなります。
町会・自治会の活動や課題を把握し、課題解決の支
援を行います。

【参考】
28年度実績
地域福祉活動助成金
168町会・自治会に交付：16,747,000円

【数値的な実績】
169町会・自治会へ地域福祉活動助成金の交
付・訪問
総額：16,569,000円
169町会・自治会に対してアンケート（「役員
について」）の実施  回収率：71.6％
22町会・自治会　地域福祉活動セミナー参加
【質的な実績】
町会・自治会の訪問やアンケートの実施によ
り、町会・自治会の活動や課題を把握すること
ができました。それをふまえ、地域福祉活動セ
ミナーを実施。課題の共有をすることができま
した。
【利用者の声】
助成金の交付はとても助かっている。
セミナーに参加して、とても参考になった。

A

【数値的な目標】
地域福祉活動助成金：170町会・自治会へ活動に
即した助成金を交付します。
助成金の交付：170町会・自治会を訪問します。
地域福祉活動セミナーを開催します。

【質的な目標】
助成金により、町会・自治会で見守り・声かけ
や世代間交流等の福祉活動を実施しやすくなり
ます。訪問することで、町会・自治会の活動や
課題を把握し、課題の解決をともに考えます。

(4) 地域活動を活性化する
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23

ふれあいサロン
実施地区の拡大

【社会福祉協議
会　地域福祉活
動担当】

地域のだれでも参加できる気軽
な交流の場、情報交換の場であ
るふれあいサロンの拡大に取り
組みます。ふれあいサロンの運
営を通じて、地域住民が地域の
課題に気づき、小地域福祉活動
に発展していけるよう支援しま
す。

【数値的な目標】
活動地区を年間5地区ずつ拡大します。
複数の町会・自治会を範囲とした拠点型ふ
れあいサロンを年間１地区開設します。

【質的な目標】
ふれあいサロンを実施することで、地域内
で
互いに交流し、気にしあう関係ができ、さ
らに
見守り活動や訪問活動など、活動の幅を広
げ
ていきます。

【数値的な目標】
ふれあいサロン活動地区：27地区
拠点型ふれあいサロン：4地区

【質的な実績】
ふれあいサロンを実施することで、地域内で交流し
お互いを気にしあう関係を築きます。

【参考】
28年度実績
ふれあいサロン活動地区：22地区
拠点型ふれあいサロン：4地区

【数値的な実績】
ふれあいサロン活動地区：22地区（新規立ち上
げ地区：3地区）
拠点型ふれあいサロン：4地区
【質的な実績】
地域内でふれあいサロンを実施したことで、お
互いを気にしあう関係が築かれました。
また、お互いを気にしあう関係が出来たこと
で、見守り活動や訪問活動などの小地域福祉活
動に繋がりました。
【利用者の声】
・昔から地域に住んでいる方と他の地域から転
入されてきた方の交流が持てた
・長らくサロンを続けていることで、来る方々
の表情が明るくなった。最近では座っている
テーブルをこえた会話も見られ、いい雰囲気で
サロンを行うことが出来ている。

B

【数値的な目標】
ふれあいサロン活動地区：27地区
拠点型ふれあいサロン：4地区

【質的な目標】
ふれあいサロンを実施することで、地域の中で
世代をこえた交流が生まれ、日常的にお互いが
気にしあう関係を築きます。

24

小地域福祉活動
実践地区の拡大

【社会福祉協議
会　地域福祉活
動担当】

お互いが顔見知りの地域で住民
同士が自主的に行う支えあい活
動（小地域福祉活動）の拡大に
取り組みます。それぞれの地域
の課題に応じた取り組みを、地
域住民と一緒に考え、実施して
いきます。

【数値的な目標】
活動地区を年間3地区ずつ拡大します。
ふれあいサロンから小地域福祉活動に活動
を拡大する地域を増やします。

【質的な目標】
活動地区が拡大することで、住民同士の見
守り・声かけが行われたり、地域の課題を
自分たちで気づき、解決する関係ができた
りします。

【数値的な実績】
小地域福祉活動実践地区：33地区

【質的な実績】
見守りや声かけ、気になる人への訪問などを住民が
実施することで、子どもから高齢者・障害者まで地
域で支えあう関係をつくります。

【参考】
２８年度実績
小地域福祉活動実践地区：30地区
ふれあいサロンから小地域福祉活動への拡大：1地区

【数値的な実績】
小地域福祉活動実践地区：30地区（新規立ち上
げ地区：1地区）

【質的な実績】
子どもから高齢者までを対象に地域で住民同士
が見守り、声かけを実施することで、
地域全体で福祉活動に対しての理解・関心が深
まり、支えあう関係が形成されています。

【利用者の声】
・地域課題を共有できるようになった。
・訪問すると喜んでくださる。
・見守る側に町会の役員以外の方を選んだこと
で
　若いお母さん方とも話す機会ができた。

B

【数値的な目標】
小地域福祉活動実践地区：33地区

【質的な目標】
見守りや声かけ、気になる人への訪問などを住
民が実施することで、子どもから高齢者、障害
者まで地域で支えあう関係を作り、活動者同士
で課題解決に向けてともに考えていきます。

(1) 日頃からの地域のつながりをつくる

基本目標４　区民が地域で支えあい・助けあうしくみを確立する
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25

高齢者の見守り
体制の充実
　
【高齢者福祉
課】

高齢者支援総合センター・高齢
者みまもり相談室ごとに地域住
民や関連機関（町会・自治会・
老人クラブ・民生委員・児童委
員等）と連携し、ネットワーク
の充実を図ります。地域住民も
参加した地域ネットワークづく
りのための新たなボランティア
の参加促進を図ります。

【質的な目標】
住民主体による見守り体制を拡充します。
企業や商店、介護事業所との連携による見
守り体制を拡充します。

【数値的な目標】
　各地域で自主的見守り活動団体を後方支援。
　20団体以上

【質的な目標】
　高齢者みまもり相談室を核とした日常的な見守り
や声掛け訪問などを地域住民協力で実施する見守り
活動の充実を図る。

【数値的な実績】
　地域見守り活動支援年間105回
　地域見守り活動支援28団体

【質的な実績】
  地域住民や関係機関とネットワークの充実を
図るため、会議等を開催。
　見守り協力員に対して研修会や勉強会を行
い、見守り協力員の育成を行った。 A

【数値的な目標】
　各地域で自主的見守り活動団体を後方支援。
　20団体以上

【質的な目標】
　高齢者みまもり相談室を核とした日常的な見
守りや声掛け訪問などを地域住民協力で実施す
る見守り活動の充実を図る。

26

要保護児童対策
地域協議会の機
能強化

【子育て支援総
合センター】

子どもにかかわる地域の関係機
関による代表者会議、実務者会
議、個別ケース検討会議を開催
し、地域の要保護児童を早期に
発見し、解決にむけて適切な支
援につなげます。子育てひろば
と児童館が中心となって集まる
「ひろばねっと」では、事例検
討や地域情報の共有を通じ、子
育て支援への連携を強めていま
す。

【質的な目標】
要保護児童対策地域協議会について、関係
機関との連携による機能強化を図り、虐待
防止、再発防止を推進します。

【数値的な目標】
墨田区要保護児童対策地域協議会を開催
　代表者会議：2回
　実務者会議：3回
　個別ケース検討会議　随時
　ひろばねっと（全体会1回、分科会4回以上）

【質的な目標】
関係機関（児童相談所、警察署、医師会、民生委
員・児童委員、保健センター、学校、保育園、子育
てひろば、児童館等）との機能連携の強化を図る。

【参考】
28年度実績
墨田区要保護児童対策地域協議会を実施
　代表者会議：2回
　実務者会議：3回
　個別ケース検討会議　90回（他機関検討会参加含
む）
　ひろばねっと（全体会1回、分科会5回）

【数値的な実績】
墨田区要保護児童対策地域協議会を実施
　代表者会議：2回
　実務者会議：3回
　個別ケース検討会議　76回（他機関検討会参
加含む）
　ひろばねっと（全体会1回、分科会4回）

【質的な実績】
関係機関（児童相談所、警察署、医師会、民生
委員・児童委員、保健センター、学校、保育
園、子育てひろば、児童館等）との連携。各関
係機関の会議等に参加し、情報連携・情報共有
の依頼を行った。 A

【数値的な目標】
墨田区要保護児童対策地域協議会を開催
　代表者会議：2回
　実務者会議：3回
　個別ケース検討会議　随時
　ひろばねっと（全体会1回、分科会4回以上）

【質的な目標】
関係機関（児童相談所、警察署、医師会、民生
委員・児童委員、保健センター、学校、保育
園、子育てひろば、児童館等）との機能連携の
強化を図る。

(2) 地域における見守り活動を推進する
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事業
番号 主な事業 事業概要

事業目標
（平成28年～32年度）

事業計画
（平成29年度）

事業実績
（平成29年度）

事業評
価

事業計画
（平成30年度）

27

プラットフォー
ムによる地域福
祉計画の推進
　
【厚生課】

多様な関係者が集まる地域福祉
計画推進協議会において、地域
福祉計画の各取り組みがプラッ
トフォームの考え方によって推
進されるよう、進捗状況を把握
し評価していきます。また、地
域福祉計画の周知と理解を広
げ、プラットフォームによる地
域福祉の考え方を地域に浸透さ
せていきます。

【数値的な目標】
推進協議会は毎年2～4回開催します。
推進本部は毎年2～3回開催します。

【質的な目標】
区と社会福祉協議会以外の主体の取り組み
についても把握方法を工夫し、評価できる
ようにします。
地域福祉計画の周知について工夫し、プ
ラットフォームの考え方を広げる機会を増
やします。
推進協議会が、さまざまなプラットフォー
ムを包含するようなプラットフォームとな
り、墨田区の地域福祉の核としての役割を
果たしていきます。

【数値的な目標】
地域福祉計画推進協議会：2回
地域福祉計画推進本部：3回（高齢者・障害者・子育
て分野の計画改定が予定されているため）

【質的な目標】
推進協議会では、主な事業について実績と目標の検
証を行います。また、プラットフォーム論が区職員
及び区民等に浸透する方法を検討します。
推進本部では、関係する各計画の進捗状況を把握
し、各計画が一体的・計画的に推進されるように検
討をします。

【参考】
28年度実績
地域福祉計画推進協議会：2回
地域福祉計画推進本部：1回

【数値的な実績】
地域福祉計画推進協議会：2回
地域福祉計画推進本部：3回

【質的な実績】
推進協議会では、主な事業について実績と目標
の検証を行いました。また、本計画の最大の特
徴であるプラットフォーム論についてさらに議
論しました。
推進本部では、関係する各計画の進捗状況を把
握し、各計画が一体的・計画的に推進されるよ
うに検討しました。

A

【数値的な目標】
地域福祉計画推進協議会：2回
地域福祉計画推進本部：1回

【質的な目標】
推進協議会では、主な事業について実績と目標
の検証を行います。また、プラットフォームに
よる地域福祉の考え方を地域に浸透させる方法
を検討します。
推進本部では、関係する各計画の進捗状況を把
握し、各計画が一体的・計画的に推進されるよ
うに検討します。

28

ＣＳＷ（コミュ
ニティ・ソー
シャル・ワー
カー） によるプ
ラットフォーム
の形成と
地域課題の解決

【社会福祉協議
会 地域福祉活動
担当】

社会福祉協議会のＣＳＷが、地
域住民、町会・自治会、民生委
員・児童委員、専門機関と協働
してプラットフォームを形成
し、高齢者や障害者、子育て世
帯、引きこもりの人などの個別
課題の解決を促します。【課題
別プラットフォーム】
ＣＳＷがプラットフォームにお
いて、地域の住民・団体の学び
あいを進め、地域の課題解決力
の向上を図ります。【福祉教育
プラットフォーム】

【数値的な目標】
ＣＳＷの配置
地区別民生委員・児童委員協議会ごとに活
動拠点を設け、相談活動やふれあいサロン
を実施します。地域の多様な課題を関係者
が共有し、役割分担して協働するしくみと
してのプラットフォームづくりを促進しま
す。
小地域福祉活動連絡会の実施
地域福祉活動セミナーの実施

【質的な目標】
活動拠点での相談活動やふれあいサロンを
通して、住民の中に地域福祉活動者を増や
します。
住民が地域の課題に気づき、社会福祉協議
会や専門機関とともに課題解決に向けて考
え、活動できるような地域を増やします。

【数値的な目標】
CSWによる相談対応
2ヶ所の地域福祉プラットフォームの継続支援（2ヶ
所)
小地域福祉活動連絡会実施
地域福祉活動セミナー実施
福祉なんでも相談電話の新規設置

【質的な目標】
地域で解決できない課題についてCSWを中心に地域
住民、民生委員、専門機関が協働する仕組みを作り
ます。
重複した課題のある世帯や住民とのかかわりのない
個人の課題について、CSWが個々の課題を整理し、
専門機関と連携し課題解決を図ります。
交流機能と相談機能を有した常設の地域福祉拠点を
2ヶ所設置し、住民が地域の課題に気付き、解決に向
けて活動できる課題解決力の向上を図ります。

【参考】
28年度実績
・CSW〔常勤）1名配置
・北部地区地域福祉プラットフォーム（キラキラ茶
家）を週2回実施（93日実施　1,172人参加）
・南部地区地域福祉プラットフォーム（ガランドー
ル）を月曜～金曜実施（41日実施　312人参加）
・小地域福祉活動連絡会実施
・地域福祉活動セミナー実施

【数値的な実績】
・地域福祉プラットフォーム2ヶ所にCSW（常
勤）
　2名配置
・北部地区地域福祉プラットフォーム（キラキ
ラ茶家）を週２回実施：開館日数102日、来所
者数1,821名、相談件数53件
・南部地区地域福祉プラットフォーム（ガラン
ドール）を月曜～金曜実施：開館日数226日、
来所者数1,310名、相談件数42件
・福祉なんでも相談電話の新規設置：相談件数
10件
【質的な実績】
地域福祉プラットフォームを設置したことによ
り、交流の中から困りごとの発見に繋がってい
ます。また、住民の中から地域活動者になる方
も出てきています。重複した課題のある世帯や
地域住民と関わりのない個人の課題に対して
CSWが一緒に課題を整理し、専門機関と連携し
課題解決に取り組んでいます。
【利用者の声】
・ここにきていろいろな方とお話が出来、気持
ちが明るくなった。

A

【数値的な目標】
CSWによる相談対応
地域福祉プラットフォームの継続実施（2ヶ所）
新規地域福祉プラットフォームの開設準備（2ヶ
所）
福祉なんでも相談の対応継続

【質的な目標】
地域で解決できない課題についてCSWを中心に
地域住民、民生委員・児童委員、専門機関が協
働する仕組みを作ります。
重複した課題のある世帯や住民とのかかわりの
ない個人の課題について、CSWが個々の課題を
整理し、専門機関と連携し課題解決を図りま
す。
交流機能と相談機能を有した常設の地域福祉拠
点2ヶ所の運営と、新規拠点2ヶ所の設置準備を
行います。
多くの住民が地域福祉拠点に関わり、住民が地
域の課題に気付き、解決に向けて活動できる課
題解決力の向上を図ります。

(3) 地域をつなぐプラットフォームをつくる
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